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健
康
日
本
21
（
第
二
次
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策
定
時
期
に
あ
た
っ
て
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磐
梯
町
長
　
五
十
嵐
　
源
 市

い
が
ら
し
 

げ
ん
い
ち

Genichi  Igarashi

「
健
康
に
勝
る
宝
な
し
」

▲
慧
日
寺
中
門
か
ら
望
む
金
堂

今
ま
で
、
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
は
無
頓
着
な
ほ

う
で
あ
り
、
あ
ま
り
気
に
か
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
仕
事
柄
、
食
事
も
不
規
則
で
運
動
不
足
も
重
な

り
、
60
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
少
し
太
り
気
味
か
と
気

に
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
折
、
人
間
ド
ッ
ク
で
血
糖

値
が
少
し
高
め
で
あ
る
と
の
結
果
が
出
る
。
健
康
体

と
ず
っ
と
思
い
込
ん
で
お
り
、
さ
す
が
に
気
落
ち

し
、
改
め
て
健
康
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
瞬
間

で
あ
っ
た
。

世
は
健
康
食
ブ
ー
ム
。
連
日
、
健
康
食
品
の
テ
レ

ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
流
れ
て
い
る
。
一
念
発
起
、
自

己
流
で
は
あ
る
が
身
体
に
よ
い
と
い
わ
れ
る
緑
黄
野

菜
と
果
物
を
多
め
に
摂
る
こ
と
を
心
が
け
、
健
康
体

を
取
り
戻
そ
う
と
挑
戦
を
は
じ
め
た
。
菜
食
中
心
の

食
生
活
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
お
か
げ
で
血
糖

値
は
正
常
値
に
戻
り
、
年
に
数
回
、
風
邪
で
町
医
療

セ
ン
タ
ー
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
が
、
風
邪
も
ひ

か
な
く
な
り
、
寝
起
き
も
随
分
よ
く
な
っ
た
。

ま
た
、
適
度
な
運
動
の
継
続
も
大
切
。
毎
朝
の
犬

の
散
歩
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
。

時
折
、
愛
犬
（
親
子
の
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
）
と
一
緒
に

散
歩
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
毎
日
続
け
る
こ
と
は

予
想
外
の
こ
と
。
三
日
坊
主
に
な
ら
な
い
よ
う
続
け

る
こ
と
一
ヶ
月
。
も
う
大
丈
夫
、
食
生
活
の
改
善
と

運
動
の
継
続
が
し
っ
か
り
身
に
付
い
た
。
ま
さ
に

「
継
続
は
力
な
り
」
で
あ
る
。

さ
て
、
磐
梯
町
で
は
、
現
在
、
健
康
増
進
計
画
を

策
定
中
で
あ
る
が
、
一
方
に
お
い
て
、
医
療
セ
ン
タ

ー
を
核
に
常
勤
医
師
３
名
体
制
の
も
と
、
地
域
包
括

ケ
ア
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の
命
と
健
康
を
預

か
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
存
在
は
、
町
民
の
安
心

に
繋
が
り
、
疾
病
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　

さ
ら
に
、
健
康
指
標
の
一
つ
で
あ
る
食
育
が
重
要

視
さ
れ
る
今
日
、「
歯
」
の
健
康
を
守
る
取
り
組
み
と

し
て
歯
科
保
健
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
永
久
歯
が

ほ
ぼ
生
え
そ
ろ
う
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
自
立
と

と
も
に
口
腔
衛
生
の
重
要
性
を
自
覚
し
て
も
ら
う
た

め
、
歯
の
健
康
を
志
す
儀
式
と
し
て
毎
年
「
立
歯

式
」
を
行
っ
て
い
る
が
、
丈
夫
で
健
康
な
歯
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
が
理
解
さ
れ
て
き
て
お
り
、
立
歯
式

を
迎
え
る
ま
で
に
ほ
ぼ
全
員
が
「
む
し
歯
ゼ
ロ
の
認

定
証
若
し
く
は
む
し
歯
完
全
治
療
の
認
定
証
」
を
受

け
る
ま
で
に
な
っ
た
。
昨
年
４
月
に
常
勤
歯
科
医
を

招
聘
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
に
お
け
る
歯
科
保

健
水
準
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

健
康
な
身
体
を
保
つ
た
め
に
は
、
食
生
活
改
善
や

適
度
な
運
動
だ
け
で
な
く
、
む
し
歯
を
な
く
す
こ
と
や

笑
う
こ
と
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
様
々
な
手
法
が

あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
な
が
ら
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。

今
日
も
愛
犬
と
の
朝
の
散
歩
。
錦
秋
に
染
ま
る
秀

峰
磐
梯
山
も
山
頂
は
雪
化
粧
を
纏
う
。
い
よ
い
よ
冬

将
軍
の
到
来
近
し
。
ま
も
な
く
、
娘
夫
婦
が
孫
を
つ

れ
て
帰
っ
て
く
る
。
孫
を
囲
ん
で
の
笑
い
溢
れ
る
生

活
、
こ
れ
も
健
康
の
源
と
な
る
。
そ
う
愛
犬
に
囁
き

な
が
ら
軽
快
に
歩
は
進
む
。
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す
。

本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
閲
覧
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
新
聞
広
報

な
ど
、
本
会
が
実
施
し
て
い
る
広
報
事
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す
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福
島
の
国
保

●
第
24
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

1
1
月
1
8
日
に
市
町
村
対
抗
で
福

島
県
を
南
か
ら
北
ま
で
1
6
区
間
に

わ
け
9
6
.5
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
縦
断

す
る
ふ
く
し
ま
駅
伝
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 全
5
1
町
村
が
参
加
し
た
今
大
会
。

年
齢
を
越
え
て
繋
が
る
襷
は
、ふ
る

さ
と
へ
の
想
い
つ
な
げ
ま
す
。「
受
け

継
ぐ
国
保
」国
保
が
世
代
を
越
え
て

つ
な
が
る
よ
う
に
。
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ふ
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し
ま
の
国
保

全
国
大
会
終
了
後
、
会
長
の
鈴
木
義
孝
町
長
（
三
春
町
）、
橘
純
一
副
町
長
（
磐
梯
町
）、
武
田
孝
一
氏
（
大
玉
村
住
民
生
活
課
長
）

を
先
頭
に
陳
情
団
を
構
成
し
、
本
県
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し
て
大
会
決
議
事
項
の
早
期
実
現
に
向
け
た
陳
情
運
動
を
繰
り
広

げ
た
。
ま
た
、
副
会
長
の
星
光
祥
村
長
（
檜
枝
岐
村
）
は
、
代
表
陳
情
班
の
班
長
と
し
て
京
都
府
や
岡
山
県
、
広
島
県
、
佐
賀
県
、

大
分
県
、
宮
崎
県
の
代
表
者
と
と
も
に
政
府
関
係
者
へ
の
陳
情
を
展
開
し
た
。

各
地
の
現
状
、
東
北
の
想
い
が
結
集

　
国
保
全
国
大
会
を
前
に
、
10
月
17
日
に
新
潟
県
に
て

国
保
東
北
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
東
北
７
県
の
国
保
関

係
者
の
代
表
47
人
が
集
ま
り
、
各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
題
を
審
議
し
、
12
項
目
を
決
議
し
た
。

　
各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
は
66
項
目
。
医
療
保
険

制
度
の
一
本
化
の
早
期
実
現
を
要
望
す
る
ほ
か
、
地
域

医
療
に
関
わ
る
問
題
か
ら
は
各
県
と
も
医
師
不
足
に
よ

る
影
響
か
ら
、
医
師
の
養
成
と
定
着
促
進
を
挙
げ
た
。

福
島
県
と
し
て
も
現
在
も
続
く
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ

に
伴
う
原
発
事
故
の
影
響
を
受
け
た
国
保
診
療
施
設
の

医
師
不
足
が
益
々
深
刻
化
し
、
医
療
設
備
も
整
わ
な
い

な
か
、
休
日
返
上
で
奔
走
す
る
状
況
を
伝
え
、
被
災
し

た
国
保
診
療
施
設
に
医
師
・
看
護
師
な
ど
が
赴
任
し
や

す
い
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
療
設
備
を
充
実
す

る
た
め
の
財
政
支
援
を
強
化
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

　
２
ペ
ー
ジ
掲
載
の
全
国
大
会
に
て
決
議
さ
れ
た
な
か

に
も
地
域
医
療
体
制
の
充
実
強
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
各
地
で
も
起
き
て
い
る
こ
の
問
題
に
対
し
、
大
震

災
の
影
響
が
今
な
お
残
る
こ
の
東
北
か
ら
強
く
要
望
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
北
大
会
に
て
採
択

さ
れ
た
決
議
文
を
全
国
大
会
陳
情
書
と
併
せ
、
国
会
議

員
へ
陳
情
を
行
っ
た
。

早
期
実
現
に
向
け
本
県
代
表
６
人
が
陳
情
展
開

　 　 　 　 　 決　 　 　 　 議

　 本 日 こ こ に 、 東 北 七 県 国 民 健 康 保 険 関 係 者 の 代 表 が 結 集 し て 第 五 十 九 回 国 民 健

康 保 険 東 北 大 会 を 開 催 し 、 国 民 健 康 保 険 が 直 面 す る 重 要 な 諸 問 題 の 改 善 に つ い

て 、 慎 重 審 議 し た 結 果 、 次 の と お り 満 場 一 致 こ れ を 採 択 し た 。

　 政 府 並 び に 国 会 は 、 国 民 健 康 保 険 制 度 の 現 状 を 踏 ま え 、 関 係 諸 制 度 の 健 全 な 運

営 を 図 る た め 、 左 記 事 項 の 実 現 に 向 け 積 極 的 な 措 置 を 講 ぜ ら れ る よ う 、 本 大 会 の

総 意 を も っ て 強 く 要 請 す る 。 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記

一 、 医 療 保 険 制 度 の 一 本 化 を 早 期 に 実 現 す る こ と 。

一 、 新 た な 高 齢 者 医 療 制 度 に つ い て は 、 十 分 な 財 政 措 置 を 講 じ 、 安 定 的 で 持 続 可

能 な 制 度 と す る こ と 。

一 、 国 保 財 政 の 健 全 化 と 長 期 的 安 定 運 営 を 図 る た め 、 国 庫 負 担 割 合 を 引 き 上 げ る

な ど 、 十 分 な 財 政 措 置 を 講 ず る こ と 。

一 、 東 日 本 大 震 災 で 被 災 し た 保 険 者 が 安 定 し た 国 保 運 営 を 図 る た め 、 十 分 な 財 政

支 援 を 講 ず る こ と 。

一 、 東 日 本 大 震 災 と 原 発 事 故 の 影 響 を 受 け た 国 保 診 療 施 設 に 対 し 、 十 分 な 財 政 措

置 を 講 ず る こ と 。

一 、 国 保 診 療 施 設 に 対 す る 整 備 費 及 び 運 営 費 の 助 成 措 置 を 充 実 強 化 す る こ と 。

一 、 保 健 事 業 に 対 す る 人 材 確 保 と 財 政 措 置 を 拡 充 強 化 す る こ と 。

一 、 地 域 医 療 を 担 う 医 師 及 び 看 護 師 の 確 保 対 策 を 強 力 に 推 進 し 、 地 域 医 療 体 制 の

充 実 強 化 を 図 る こ と 。

一 、 特 定 健 診 ・ 特 定 保 健 指 導 の 円 滑 実 施 の た め 、 保 健 師 等 の 人 材 確 保 と 財 政 措 置 を 講

ず る と と も に 、 実 施 率 等 に よ る 加 算 ・ 減 算 措 置 を 撤 廃 す る こ と 。

一 、 介 護 保 険 制 度 の 長 期 的 安 定 確 保 の た め 、 十 分 な 財 政 措 置 を 講 ず る こ と 。

一 、 地 方 単 独 事 業 の 実 施 に 対 す る 国 庫 負 担 等 の 減 額 措 置 を 廃 止 す る こ と 。

一 、 特 定 疾 患 及 び 進 行 性 筋 萎 縮 症 の 患 者 に 対 す る 医 療 費 は 、 全 額 国 庫 負 担 と す る こ と 。

　 　 右　 決 議 す る 。

　 　 平 成 二 十 四 年 十 月 十 七 日

第 五 十 九 回 国 民 健 康 保 険 東 北 大 会 

　 　 　 　 　 　 　 　 決　 　 　 　 議

　 本 日 こ こ に 、 全 国 の 国 民 健 康 保 険 関 係 者 が 一 堂 に 会 し 、 国 民 健 康 保 険 が 直 面

す る 諸 問 題 の 改 善 を 期 し て 、 国 保 制 度 改 善 強 化 全 国 大 会 を 開 催 し 、 慎 重 審 議 し

た 結 果 、 次 の と お り 満 場 一 致 こ れ を 採 択 し た 。

　 国 は 、 国 民 健 康 保 険 制 度 の 現 状 を 踏 ま え 、 次 の 事 項 を 必 ず 実 現 さ れ る よ う 本

大 会 の 総 意 を も っ て 強 く 要 望 す る 。

記 

一 、 医 療 保 険 制 度 の 一 本 化 を 早 期 に 実 現 す る こ と 。

一 、 社 会 保 障 ・ 税 の 一 体 改 革 に お け る 低 所 得 者 に 対 す る 財 政 支 援 の 強 化 を 早 急

か つ 確 実 に 実 施 す る と と も に 、 従 来 の 枠 を 超 え た 更 な る 国 庫 負 担 の 引 き 上

げ 等 国 保 制 度 の 財 政 基 盤 の 一 層 の 強 化 を 図 る こ と 。 

一 、 社 会 保 障 制 度 改 革 推 進 法 に 基 づ く 社 会 保 障 制 度 改 革 国 民 会 議 に つ い て は 、

地 方 自 治 体 の 意 見 が 反 映 で き る 仕 組 み と し 、 今 後 の 高 齢 者 医 療 制 度 を は じ

め 持 続 可 能 な 社 会 保 障 制 度 の 実 現 の た め 必 要 な 検 討 を 行 う こ と 。

一 、 特 定 健 診 ・ 保 健 指 導 の 円 滑 な 推 進 の た め 、 保 健 師 等 必 要 な 人 材 確 保 と 所 要

の 財 政 措 置 を 講 じ る と と も に 、 実 施 率 等 に よ る 後 期 高 齢 者 支 援 金 の 加 算 ・

減 算 措 置 を 撤 廃 す る こ と 。

一 、 地 域 医 療 体 制 の 充 実 強 化 の た め 、 医 師 や 看 護 師 等 の 絶 対 数 の 確 保 や 地 域 偏

在 等 の 解 消 を 図 る と と も に 、 十 分 な 財 政 措 置 を 講 じ る こ と 。

一 、 医 療 等 の 分 野 に お け る 情 報 の 効 果 的 な 利 活 用 方 策 の 検 討 に 際 し て は 、 地 方

自 治 体 の 意 見 を 踏 ま え 、 被 保 険 者 資 格 の 適 用 適 正 化 を 推 進 す る な ど 、 被 保

険 者 の 利 便 性 の 向 上 と 事 務 の 合 理 化 を 実 現 す る こ と 。

一 、 国 民 健 康 保 険 組 合 の 健 全 な 運 営 を 確 保 す る こ と 。

　 右　 決 議 す る 。

　 　 平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 二 日
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９
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後
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は
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村
長
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先

頭
に
本
県
選
出
の
国
会
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員
に
対
し
、
本
大
会
決
議
事
項
お
よ
び
、
第
59
回
国
民
健
康
保
険
東
北
大
会
の
決
議
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項
の

陳
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ど
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団
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は
、
国
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き
、
国
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皆
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を
堅
持
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め
、
全
て
の
国
民
の
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付
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の
公
平
に
向
け
て
「
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」
の
早
期
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現
を
求
め
る
な
ど
の
７
項
目
の
決
議
を
満
場

致
で
採
択
し
た

大
会
終
了
後
に
は

市
町
村

医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
の
早
期
実
現
な
ど
７
項
目
が
決
議

1
1
月
2
2
日
(木
)　
東
京
都
『
日
比
谷
公
会
堂
』

制
度
改
正
に
よ
る
前
進

強
固
な
財
政
基
盤
を
要
望

　
大
会
は
、
全
国
町
村
会
を
代

表
し
て
山
形
県
山
辺
町
の
遠
藤

直
幸
町
長
が
開
会
の
辞
を
述

べ
、
国
保
中
央
会
の
岡
﨑
誠
也

会
長
（
高
知
県
高
知
市
長
）
が

主
催
者
９
団
体
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
。

　
岡
﨑
会
長
は
、
こ
れ
以
上
の

市
町
村
保
険
者
へ
の
負
担
増
加

は
困
難
と
し
、
今
般
の
制
度
改

正
で
27
年
度
よ
り
財
政
運
営
の

都
道
府
県
単
位
化
が
一
層
推
進

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
定

の
前
進
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、

国
保
の
構
造
的
な
問
題
の
根
本

的
な
解
決
に
は
至
っ
て
な
い
と
し
「
将
来
の
医
療
費
の

増
高
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
財

政
基
盤
強
化
の
取
組
み
を
強
く
要
望
す
る
」と
訴
え
た
。

ま
た
、
構
造
的
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
、
各
市
町
村
間

に
お
け
る
保
険
料
（
税
）
負
担
の
大
き
な
格
差
に
つ
い

て
も
「
不
公
平
の
是
正
に
向
け
て
の
取
組
み
が
緊
要
で

あ
り
、
問
題
解
決
を
図
る
た
め
に
、
長
年
の
主
張
で
あ

る
「
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
」
を
早
期
実
現
す
べ
き

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
全
国
市
長
会
を
代

表
し
て
亀
井
利
克
市
長
（
三
重

県
名
張
市
）
が
大
会
宣
言
を
朗

読
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
全
国
市
議
会

議
長
会
代
表
の
山
内
弘
一
氏

（
千
葉
県
柏
市
議
会
議
長
）
が

決
議
文
を
発
表
し
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

　
最
後
に
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
杉
浦
和
人
氏
（
滋

賀
県
日
野
町
議
会
議
長
）
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
大
会

は
幕
を
閉
じ
た
。

▲
全
国
町
村
会
代
表
遠
藤

町
長（
上
）と
中
央
会
の

岡
﨑
会
長（
下
）

▲
決
議
文
を
読
み
上
げ
る

　
山
内
氏

▶ 岩 城 光 英 議 員

▶ 浜 田 和 幸 議 員

▶ 満 場 一 致 で 決 議 を 採 択

▶ 荒 井 広 幸 議 員

▶ 福 岡 資 麿 議 員


























